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参加者数＝ 160

参加者は、地域の環境団体のリーダ、一般市民、経営者など多岐に渡っている（延べ160名）

毎回の開催は２時間（原則）で、質疑応答を1時間とし参加者で課題を共有している。

この学習会で得た知識が、夫々の団体や、市民の地球温暖化活動に役立つことと確信している。

地球温暖化防止の啓発事業（省エネ市民会議の開催）

省エネルギー学習会「省エネ市民会議」開催履歴

平成２５年度「京葉ガス／京和ガス　エコ・アクションサポート事業」

実施報告書

温暖化防止ながれやま（ＯＢＮ）
平成26年1月8日

一般市民を対象として公開の省エネルギー学習会（省エネ市民会議）を１３回開催した。

開催内容は、関信越の気象変化、住まいの省エネ、省エネ機器、見学会など多岐に渡っている。



会議年月日 24 年 12 月 14 日 時　間 13:30 ～ 16:00 場　所 流山市生涯学習センター（１Ｆ）

　資料（http://www.jma-net.go.jp/tokyo/sub_index/kikouhenka/index.html）

「省エネ市民会議」

出 席 者
田中、日比野、馬渡、高橋、突田、三須、下田、新美、木村、平手、新田、春田（記）

（ホワイトボードに向かって時計回り順に記載、敬称略）

議　　　　　　　　　　　　　　　　題　　　

１２月度の省エネ市民会議を開催した。

今回から「２５年度　京和ガス　エコ・アクションサポート」補助金事業として開催する。

１、「気候変化レポート2012」の解説（講師：田中和孝氏　元：気象庁・東京航空地方気象台所長）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

＜次回予定＞　　・日時＝2013年1月11日（金）13：30～15：30　

　　　　　　　　　・場所＝流山市生涯学習センター（３Ｆ）大会議室　　　　・内容＝未定（募集中）　　　



会議年月日 25 年 1 月 11 日 時　間 13:30 ～ 16:00 場　所 流山市生涯学習センター（3Ｆ）

新美、新田、山田、舛田、高橋

２月８日（金）詳細は別途連絡。　　　　以上

＜次回＞

本日の講演で、建替の方が有利となる場合

がある事が分かった。

省エネ住宅は、リフォームでも可能であるが、

＜セキスイハイムが考えるスマートハウスのコンセプト＞

議　　　　　　　　　　　　　　　　題　　　

１月度の省エネ市民会議を開催した。

１、スマートハウスについて

　　講師：積水化学工業㈱住宅営業統括部エコハイム担当　岡本光夫氏（一級建築士）

（ホワイトボードに向かって時計回り順に記載、敬称略）

　　補助：同社　柏営業所　流山展示場　塩瀬卯月氏（店長）、山野文義氏（店長代理）

「省エネ市民会議」

出 席 者
岡本、塩瀬、山野、中村、春田（記）、平手、馬渡、難波、石井、大前、筒井、塩幡、矢野、佐藤



会議年月日 25 年 2 月 8 日 時　間 13:30 ～ 16:00 場　所 流山市生涯学習センター（3Ｆ）

　・平成19年～24年の「電気」「ガス」「水道」の消費量を示し何故、節減できたかを説明した。

　・電気、ガスの削減については説得力があったが、水道についてはライフスタイルによる影響が大きそう。

「省エネ市民会議」

出 席 者
平手、春田（記）、突田、馬渡、難波、新田、板倉、新美、高橋

（ホワイトボードに向かって時計回り順に記載、敬称略）

議　　　　　　　　　　　　　　　　題　　　

２月度の省エネ市民会議を開催した。

１、我家の光熱費について（平手講師）

　・「柏市住まいの安心リフォーム講座」（２月１６日）のリハーサルを兼ねる講演となった。

・流山市はそれを受けて「ストップ温暖化！ながれやま２０⇒２０プラン」が平成２２年３月に策定された。

・環境省のガイドラインが下記の理由で改定される。（現段階はたたき台ベース）

２、地球温暖化対策地方公共団体実行計画について（春田講師）

・平成２０年に温対法が改正され地方公共団体について「区域施策」の策定が義務化された。

　ｃ：東日本大震災、原発事故など状況変化を踏まえ修正する。

　ｄ：2050年における持続可能な地域づくりの為に、防災や健康、インフラの整備が重要との観点を追加する。

　ａ：京都議定書の後続となる2013年以降の計画（政権交代でペンデング）を踏まえ修正する。

　ｂ：地域づくりや、新たな制度の導入などで項目を追加する。

・環境省が作成した「なぜ今、温暖化対策か？」「環境省の取組み」「都市低炭素化法」について説明。

＊流山市「ストップ温暖化！ながれやま２０⇒２０プラン」の詳細説明を求める意見があった。（別途検討）

　ｅ：目標設定で総量目標を前提とするが、地域特性に応じた目標（例えば省エネ機器の導入など）も可。

　ｆ：地球温暖化への適応策（被害の防止・軽減、温暖化を活用・・・）を施策項目に追加する。

　・市民太陽光発電所について提案があった（板倉）

　・板倉正弘氏（コマツ会長）の「地球温暖化問題は化石燃料がなくなれば自動消滅する」について（別紙）

３．その他；

　　　　　内容：節電努力が見えるまちづくり（仮題）　江戸川大学教授　伊藤勝氏　　　　　　　　　　　　以上

次回予定：平成25年3月8日（金）13：30～15：30　場所：未定（市生涯学習センター又は江戸川大学）



 

板倉正弘氏（コマツ会長）の「地球温暖化問題は化石燃料がなくなれば自動消滅する」に疑問があ

るとの意見が省エネ市民会議で出ました。 

 

「化石燃料がなくなれば地球は終わり…」との感想も。 

 

いずれにせよ「化石燃料」と「再生可能エネルギー」のバランスをとりながら歩み始める 

21 世紀こそが人類にとって重大な過渡期であることは疑いがないとの結論に達しました。 

 

＊省エネ市民会議は、個人の意見を大切にしながら皆でワイワイガヤガヤ議論しています。（春田） 



会議年月日 25 年 3 月 8 日 時　間 13:30 ～ 16:00 場　所 江戸川大学（Ｂ605教室ほか）

　・低炭素なまちづくり

　・目的達成のための調査・研究（美田エコノート、消費性向の把握）

「省エネ市民会議」

出 席 者
伊藤、中村、下田、馬渡、難波、高橋、渋谷、平手、春田（記）、突田、新田、新美、板倉

（ホワイトボードに向かって時計回り順に記載、敬称略）

　・熱環境調査（おおたかの森駅周辺

　・まちづくりの主役は市民

議　　　　　　　　　　　　　　　　題　　　

３月度の省エネ市民会議を江戸川大学で実施した。（開催の模様は、コアラテレビが取材し本日放映予定）

１、熱環境とライフスタイル（江戸川大学：伊藤勝教授）

　・熱環境からのまちづくり」への展開

２、江戸川大学の構内見学会

次回の予定

　・内容＝未定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

　・４月１２日（第２金曜日）１3:30～15：30 

　・場所＝生涯学習センター（３Ｆ）大会議室



会議年月日 25 年 4 月 12 日 時　間 13:30 ～ 16:00 場　所 京和ガス本社研修室（２Ｆ）

松浦、高橋、長江（京和ガス）　　（ホワイトボードに向かって前列左から順に記載、敬称略）

「省エネ市民会議」

出 席 者
平手、新田、松本、大前、難波、加藤、高橋、突田、新美、青木、原山、中村、板倉（記）

　

議　　　　　　　　　　　　　　　　題　　　

工や強度の関係で自重で保持するドイツ製軽量架台を使用、電池モジュールは韓国製とのこと。

１，エネファームの原理と今後の動向（京和ガス松浦専務、高橋特需課長、長江課員）

　　松浦専務、高橋課長より挨拶の後、長江氏からパワーポイントを使ってエネファームの説明を受けた。

　

　

　

　

　　京和ガスでは家庭用コジェネとして2004年からエコウィルを98台、2010年からエネファームを50台販売。

　　また屋上にある設備容量10.08kWで全量売電する事業用太陽光発電システムを見学した。屋上は防水加

２，本社屋１階外にある実機を見学し、長江氏、松浦専務より内部ユニットなどの説明を受けた。

３，研修室に戻り、PV-net新美氏からパワーポイント資料をもとに自宅における省エネ・断熱リフォームの

ことが指摘された。日本の気候の特殊性と結露についての質問が出され、活発に意見交換がなされた。　

実践例の紹介、最近の新聞記事でもドイツなど住宅・ビルなどの先進事例を紹介する記事が増えている

４，平手氏から、環境省・経産省の最新の省エネ低炭素社会施策として住宅・建築物における気密性確保、

次回日程　：　平成25年5月10日（金）13：30～15：30　　初石公民館（１Ｆ）講義室（定員：42名）

断熱工法などが重要視されるようになり、国交省も施策に入れ始めたことでこれから普及が加速するとの

見解が述べられた。

　　　　　　　「流山市の地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」の解説　　　　　　　　　　　　　　　　　以上



会議年月日 25 年 5 月 10 日 時　間 13:30 ～ 15:30 場　所 初石公民館（１Ｆ：講義室）

（ホワイトボードに向かって時計回り順に記載、敬称略）

　　・環境政策課の業務

　　・重点プロジェクトの進捗状況

「省エネ市民会議」

出 席 者
遠藤、春田（記）、酒井、塩幡、高橋、難波、松本、平手、突田、関谷、山田、藤本、藤本、新美

新田、日比野、大前、石垣、馬渡、下田

議　　　　　　　　　　　　　　　　題　　　

5月度の「省エネ市民会議」を開催した。

１，ながれやまニコニコプランについて（流山市環境政策課　遠藤主任主事）

　　・ニコニコプランの概要

・改正の趣旨

・当面の地球温暖化対策に関する方針

２，地球温暖化対策の推進に関する法律（温対法）の改定について（春田）

３，議論内容

・ニコニコプランで「実行性の確保」（第7章）が明記されているが・・・

・温対法の改正案（抜粋）：第1章（総則）～第8章（罰則）

・重点プロジェクト「環境家計簿普及」は重要で取組やすい方法を・・・

・交通改善で自転車の利便性拡大策を（道路整備、ノーカーＤａｙ、電動アシスト補助金・・・）

・ＣＯ２の削減目標（第4章）が明記されているが評価基準が不明確

・目標に向けた取組（第5章）の「基本施策」が促進されていない・・・

・今からでも遅くないので、ソフトパワーを使ってストップ温暖化を推進して欲しい。

・都市緑化によるＣＯ２吸収量の算定化を・・・

・ニコニコプランを見直す時には、実行した結果が見える仕組みを・・・

　　　特に将来を担う子供達に対する環境教育が推進されていない。

　6月２１日（金曜日）１３：３０～１５：３０　　　生涯学習センター（３Ｆ：大会議室）　　テーマ未定

以上

次回予定；



会議年月日 25 年 6 月 21 日 時　間 13:30 ～ 16:00 場　所 流山市生涯学習センター（3Ｆ）

（ホワイトボードに向かって時計回り順に記載、敬称略）新田、新美、平手、藤本

　応用：熱交換、輻射冷暖房、バイオリアクターなど

　特徴：薄型・軽量、高強度・難燃素材、低コスト、吊るし設置可能

以上

次回予定：日程（7月１９日　ｏｒ　７月２６日）及びテーマ未定です。

　　　　　　　決定次第にお知らせします。

今なぜ「ソーラー」なの？　太陽光発電入門　　ソーラ給湯器　　

３，比べて選ぼう「ソーラ発電」の資料紹介（新美：ＰＶ－Ｎｅｔちば会員）

25年度の「うちエコ診断」が開始された。申込受付中。診断は訪問、窓口、会場の3通りあり。

申込は、Ｗｅｂ（https://uchieco-shindan.go.jp/2013/touroku/index.php）と電話（043-246-2180）がある。

２，うちエコ診断について（山口：千葉県地球温暖化防止活動推進センター）

　既存の窓にポリカを取り付ける金具を紹介

　応用：窓断熱、結露対策、防音、防災、インテリジェント採光など

　ｂ：アイボード

議　　　　　　　　　　　　　　　　題　　　

6月度の省エネ市民会議を開催した。

１，太陽熱の利用（藤本治生：日本太陽エネルギー学会会員）

　ａ：ヒート・パネル

　既成品のポリカーボネートを利用したヒート・パネルを紹介

「ポリカーボネート（polycarbonate）」とは、ドイツのバイエル社で1956年に初めて合成された比較的新しい熱
可塑性樹脂。透明で硬く，最も耐衝撃性にすぐれた樹脂であり，レンズ，有機ガラス，光ディスク材料，ヘル
メット，保護具，カバー類などに用いられる。また，耐熱性，電気特性がよく，成形品の寸法安定性がよいた
め，コネクターや電子機器部品に適している。 （世界大百科事典より）

「省エネ市民会議」

出 席 者
藤本、春田（記）、高橋、山口、米倉、突田、日比野、筒井、難波、塩幡、藤本、石垣、板倉、田中、



会議年月日 25 年 7 月 20 日 時　間 10:00 ～ 16:00 場　所 （産総研）　（環境研）

　　ｃ：未利用熱で発電する技術、メタンハイグレード（燃える氷）、ナノプロセッシング施設など

「省エネ市民会議」

出 席 者
新田、難波、石垣、大前、春田（記）

（ホワイトボードに向かって時計回り順に記載、敬称略）

議　　　　　　　　　　　　　　　　題　　　

１，産業総合研究所つくばセンターの一般公開見学

　　ａ：太陽光発電工学研究センター（ＣＩＧＳ、有機薄膜太陽電池、色素増感太陽電池、故障診断手法など）

　　ｂ：先進パワーエレクトロニクス研究センター（Ｓｉ（ｼﾘｺﾝ）を超えるＳｉＣ（炭化ケイ素）－ＭＯＳＦＥＴなど）

２，国立環境研究所　夏の大公開見学

ａ：地球温暖化研究棟

太陽光電池で遊ぶ（影の影響度合いを見る）　　　　　　　　　熱を電気に変える石（未利用熱で発電）

　　・自転車ｄｅ発電（君のパワーは何ワット？）

ｂ：大山記念ホール

　　・地球環境モニタリング（空、海、宇宙、サンゴ、植物、土壌）

　　・地球温暖化を予測する

　　・ココが知りたい生パネル　（どーなってるの地球温暖化！）

以上

「地球温暖化を止めることが出来るか？」で各研究者の意見が別れた。

研究者の思いは「止めたい」であるが、「直ぐには難しい」との意見が多かった。



会議年月日 25 年 8 月 9 日 時　間 13:30 ～ 16:00 場　所 流山市生涯学習センター（3Ｆ）

　・節電効果がその場で実感できる。

　・比較するから節電効果が目に見える

「省エネ市民会議」

出 席 者
平手、日比野、大前、紺野、藤本、新美、新田、春田（記）、高橋

（ホワイトボードに向かって時計回り順に記載、敬称略）

議　　　　　　　　　　　　　　　　題　　　

１，電力見える化システム（ＨＥＭＳ）について（ニチワ：紺野　守）

　・ＨＥＭＳとはＩＴを活用した家庭のエネルギー管理支援システムである。

　・見える化により１５～２０％の省エネ効果が報告されている。

　・ＪＨ－ＲＴＰ１（ＳＨＡＲＰ製）の事例

２，雨水貯留タンクについて（ＳＥＲ：藤本治生）

　・ムダを省いて「賢い節電生活」が始められる。

　・補助金制度について（２２社-５２製品が対象品）

　・雨水フイルター、送水ポンプ等は別売

　・高密度ポリエチレン容器（１，０７０Ｌ：１，０００Ｗ＊１２００Ｌ＊１１６０Ｈ）

　・耐久年数：２０年以上

・排出係数＝日本の排出実態にあった係数を試算している。係数の値は「温室効果ガス排出量算定方法
検討会」で毎年見直されている。（一般消費者は、各事業者の削減目標を見守るだけ）

・太陽光発電装置（ＰＶ）を設置している世帯の環境家計簿

３，環境家計簿について（検討会）

・環境家計簿の目的＝自分の家庭がどれだけ環境負荷をかけているかを知ることができ、無駄なエネル
ギー消費やごみの量 などの削減に結びつけることができる。

　②実排出量＝総排出量-ＰＶで得られた発電量（削減量）を計算して表示する。

　新田氏よりスト温で採用しているフォーマットの紹介があった。（スト温版は別紙）

　①消費電力量（ｄ）＝発電量（ａ）＋買電量（ｂ）-売電量（ｃ）を計算して電気使用量とする。

　②だれでもが簡単に記入でき継続する環境家計簿とするためには更なる検討が必要である。

４，当会として推奨する環境家計簿

　①第３項を参考にして再考する必要がある。（省エネ市民会議版案を添付）

次回予定：９月２０日（金）大会議室、テーマ未定。　１０月１１日（金）は「日本の明かり」で開催します。　以上

５，環境家計簿の将来性

　各家庭にＨＥＭＳが導入されれば環境家計簿は不要となるが道筋は未だまだ長い。



スト温　『我が家の環境家計簿』シート　
←（注）この色のセルのみ入力ができます。データは必ず数値を入れてください

毎月10日ころまでにお出しください

係数 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間

使用量 kWh 0

CO2 kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
kwh 0

kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

使用量 m3 0
前年同月 m3 0

CO2 kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

使用量 m3 0
前年同月 m3 0

CO2 kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

使用量 m3 0
前年同月 m3 0

CO2 kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

使用量 ㍑ 0
前年同月 ㍑ 0

CO2 kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

使用量 ㍑ 0
前年同月 ㍑ 0

CO2 kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

kg-CO2 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
kg-CO2 ー

kg-CO2 0.46 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実排出量 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

【通信欄　】

25年度年間目標　（数値・行動目標など）： 集計者のコメント（内容確認など）

報告者からのコメント（連絡事項・当月時の変化など）

【太陽光発電数値の記入】 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間

Kwh 削減基数 0

Kwh 0

Kwh 0

Kwh 電気欄記入 0

【記入について】
報告シート １．「報告シート」は毎月１回提出する。該当月分は翌月１０日頃までに提出願います。

　　セルの黄色枠部分　「報告者氏名」「調査コード番号」「何月分」「報告日」を記入し報告する。　
２．各項目の使用量を記入する。電気、ガス、水道は当該事業者の検針票数値を記入。ガソリン、軽油、灯油は購入補給時の明細票数値（自己管理分）を記入する。
３．また、前年同月欄は前年該当月の使用量のわかる方はその月欄に記入してください。前年から継続者は前年同月欄は記入済みです。

調査書   １．報告者は初回時に「エコノート基礎調査書」（別紙）を提出願います。初回時に提出するを原則とし、その後内容変更が生じた時点で再提出をする。
２．「基礎調査書」を提出により、あなたの「調査コード番号」を設定し、通知いたします。
３．その後はその「調査コード番号」にて取り扱うものとし、氏名は記載・公表はいたしません。ただし、本人の了承を得た場合はその限りではない。

灯　油

水　道

項目

2.21

電　気

都市ガス

0.46

0.38

2.49

0.36

報告者　氏名

報告日：　　　　　　　平成２５年度 　　月分 基礎調査書　提出：済　（提出日　平成25年　　月　　日）　　

　消 費 電 力

　太陽光発電量 

　買い入電力

前年CO2合計

２５年月・総CO2合計

太陽光発電削減効果量

総排出量 - 削減量 （kg-ＣＯ２）

スト温版

　売  り 電 力

2.32

6.22

24年同月

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝガｽ　

ガソリン

　調査コード番号

0 

0 

0 

0 

0 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

（ｋｇ-ＣＯ２） 
二酸化炭素排出量 前年との比較 

今年（25年度） 前年（24年度） 

電 気 

0 

0% 都市ガス 

0% 

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝガｽ  

0% 

水 道 

0% 
ガソリン 

0% 

灯 油 

0% 

二酸化炭素排出量の内訳 

電 気 都市ガス ﾌﾟﾛﾊﾟﾝガｽ  水 道 ガソリン 灯 油 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0 

0 

0 

0 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

（ｋｇ-ＣＯ２/月） 二酸化炭素排出量の推移 

電気 都市ガス プロパンガス 水道 ガソリン 灯油 



　『我が家の環境家計簿』　（ＰＶ設置世帯用）

ＰＶ容量＝ ｋｗ

根拠 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年間

発電量 ａ 読取り 0

買電量 ｂ 検針票 0

売電量 ｃ 検針票 0

電　気 使用量（ｄ） ａ＋ｂ-ｃ 計算 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

kWh データ 0

計算 ###### ###### ###### ###### ###### ###### #DIV/0! ###### ###### ###### ###### ###### #####

データ 0

計算 ###### ###### ###### ###### ###### ###### #DIV/0! ###### ###### ###### ###### ###### #####

ガス 検針票 0

m3 データ 0

ＬＰＧ／ＰＧ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＰＧ計算 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

水　道 検針票 0

m3 データ 0

計算 ###### ###### ###### ###### ###### ###### #DIV/0! ###### ###### ###### ###### ###### #####

ガソリン 領収書 0

㍑ データ 0

計算 ###### ###### ###### ###### ###### ###### #DIV/0! ###### ###### ###### ###### ###### #####

灯　油 領収書 0

㍑ データ 0

計算 ###### ###### ###### ###### ###### ###### #DIV/0! ###### ###### ###### ###### ###### #####

係数 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年間
２５年度 0.46 0.46 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
前年度 0.38 0.38 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
２５年度 2.21 2.21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
前年度 2.21 6.22 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
２５年度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
前年度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
２５年度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
前年度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
２５年度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
前年度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

①集計は1月～12月とした。
②使用量の集計表とＣＯ２排出量の集計表（自動的に計算される）は、別々にした。
③前年度データなどは自動的に読み込む方式とした。（報告者別に1つのエクセル表として年度別にページを設定すれば可能）
④ＰＶ設置者は、発電量を気にしているので前年度との発電量比を設けた。（この比較を見ることでＰＶのメンテナンも可となる）
⑤実質排出量は、前年度も計算している。

①発電量は検針票では不明のため、ＰＶ電力モニターの発電量を読取る（検針票の期間が望ましい）

　　発電量＝月別設置面取得日射量（ｋＷｈ）× モジュール変換効率× 設置面積×（１－月 別温度損失）×パ ワコン変換効率×（１－配線ロス）
③もっと概略値であれば、年間発電量＝設置容量（ｋｗ）＊1，000と仮定して、１／１２を１ヶ月分の発電量とする。（誤差２０％？）
④電気の排出係数は２４年度と２５年度では異なっている。
⑤ガスはＬＰＧ（都市ガス）とＰＧ（プロパン）では排出係数が異なる。上記表の計算はＬＰＧとしている。

＜記入方法＞

ガス

25年実排出量：（ア）-（発電による削減量）

２５年CO2合計（ア）

２４年実排出量：（イ）-（発電による削減量）

水　道

電　気

0.36

前年発電量（ｆ）

発電量比（ａ／ｆ）

省エネ市民会議版（案）

25年／24年

使用量

前年使用量

25年／24年

使用量

報告者　氏名

平成２５年度

ＣＯ２排出量（kg-CO2）

使用量

前年使用量

25年／24年

使用量

前年使用量（ｅ）

使用量比（ｄ／ｅ）

使用量

前年使用量

25年／24年

前年使用量

②読み取るのが面倒な場合は、下記の計算式で求めてもＯＫとする。

ガソリン 2.32

前年CO2合計（イ）

灯　油 2.49

排出量比（25年／24年）

実排出量比（25年／24年）

＜特徴＞（スト温版との違い）

0 

0 

0 

0 

0 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

（ｋｇ-ＣＯ２） 
二酸化炭素排出量 前年との比較 

今年（２５年度） 前年（24年度） 

電 気 

0 

0% 
ガス 

0% 

水 道 

0% 

ガソリン 

0% 
灯 油 

0% 

二酸化炭素排出量の内訳 

電 気 ガス 水 道 ガソリン 灯 油 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0 

0 

0 

0 

0 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

（ｋｇ-ＣＯ２/月） 二酸化炭素排出量の推移 

電 気 ガス 水道 ガソリン 灯油 



会議年月日 25 年 9 月 20 日 時　間 13:30 ～ 16:00 場　所 流山市生涯学習センター（3Ｆ）

以上

次回予定；日時＝10月11日（金曜日）１３：３０～１５：３０　　　場所＝生涯学習センター（１Ｆ）　Ｂ１０１会議室

　　　　　内容＝家庭内の明かりについて（菅原英雄講師：•省エネルギーコンサルタント、アドバイザー）

ｂ：協賛家庭（測定器設置世帯）＝約400世帯（主に柏の葉タウン）／25年8月現在

ｃ：オフセット効果＝夏季（６月～８月）分で、柏レイソルのナイター３試合分がオフセットできる。

ａ：削減量の評価手法：毎年協議会で世帯人数別月別の目標値を設定し、毎月世帯毎に目標値に対して
の削減量と超過量を算出し合計したものを全体の削減量としている。また、目標値は２０００年度の生協
（パルシステム）の実態調査結果を基準とし、毎年１％づつ削減した値を採用している。

議　　　　　　　　　　　　　　　　題　　　

１，カーボンオフセットとは（山田殖保講師：柏ＳＯＳ代表）

２，柏市のカーボンオフセット事業について（松木義也講師：かしわ街エコ推進協議会理事）

「省エネ市民会議」

出 席 者
松木、山田、春田（記）、下田、難波、大前、伊東、松本、新田、西村、平手、新美、塩幡、高橋

（ホワイトボードに向かって時計回り順に記載、敬称略）

 ＜仕組み＞ 

協力世帯の削減ＣＯ2を集計し、こ

れを「証書」という形で見える化、 
 

自社が排出するＣＯ2を削減したい

企業やゼロ排出試合を行う柏レイ

ソルなどに発行します。 

 

そして、協力世帯には、削減量に

応じて表彰を行うなど、日頃のエコ

活動を評価することで、一層のＣＯ

2削減に取り組んで頂くものです。 

カーボン・オフセットとは、日常生活や経済活動におい

て避けることができないCO2等の温室効果ガスの排出

について、まずできるだけ排出量が減るよう削減努力

を行い、どうしても排出される温室効果ガスについて、

排出量に見合った温室効果ガスの削減活動に投資す

ること等により、排出される温室効果ガスを埋め合わ

せるという考え方です。／環境省のＨＰより 

左：山田殖保講師 
 

右：松木義也講師 



会議年月日 25 年 10 月 11 日 時　間 13:30 ～ 16:00 場　所 流山市生涯学習センター（１Ｆ）

以上

次回の予定：１１月２２日（金）１３：３０～１５：３０　生涯学習センター（大会議室）　テーマ未定

   ・Ｃ宅のリビングはＬＥＤ４灯で５６８ＬＸ（床面）としているが調光式か？

・Ｃ宅の食卓：クリプトン電球（白熱灯）は、寸法的にＬＥＤ、蛍光灯の代替は不可の為生産している。

・Ｂ宅の調理台（台所）の明るさはＬＥＤで２２６ＬＸ得ているのは効果的。

・Ｂ宅のトイレ照明は１ＦはＬＥＤ（３５ＬＸ）、２Ｆは蛍光灯（１０５ＬＸ）としている。蛍光灯の寿命が心配。

・Ａ宅の玄関内外照度は、３，３００／６０，９００ＬＸ（昼間）、２５／４ＬＸ（夜間）であった。太陽光の強さを実感。

・Ａ宅の食卓は、１００Ｗの白熱灯（グルメランプ）を使っているが演色性でＬＥＤへの代替が？

JIS　Z9110-2010「照明基準総則」5.10住宅表13の昼間（全般）で推奨する床面の平均照度を基準

５，A宅、Ｂ宅、Ｃ宅の照度調査結果

日本の住宅は一般的に、１室１灯（全体照明）で部屋全体を明るくしている。電球色よりも白色が多い。

３，可視光線について（帯域：３８０～７８０ナノ・メートル、７色。青い光は加齢黄斑変性症（視力低下）に影響）

４，住まいの照度

議　　　　　　　　　　　　　　　　題　　　

家庭の明かりについて（菅原英雄 講師：省エネルギーコンサルタント、アドバイザー）

１，明かりの歴史

　　　ａ：明かりのエネルギー源　　ｂ：電気の明かりの時代に入る　　ｃ：新世代のＬＥＤ　　ｄ：未来のＥＬ

２，明かりの単位

　　　ａ：照度　　ｂ：輝度、光度、燭光　　

「省エネ市民会議」

出 席 者
菅原、突田、山田、春田（記）、高橋、新美、平手

（ホワイトボードに向かって時計回り順に記載、敬称略）



会議年月日 25 年 11 月 22 日 時　間 13:30 ～ 15:30 場　所 流山市生涯学習センター（3Ｆ）

２，課題への取り組み

　米国は、中東石油依存を低減するためエタノール30％導入を目指している。

「省エネ市民会議」

出 席 者
高橋、難波、平手、山田、新田、新美、春田（記）

（ホワイトボードに向かって時計回り順に記載、敬称略）

　欧州は、バイオ燃料導入と共にクリーンジーゼル化を推進。

　日本は、クルマ（低燃費化、バッテリー化など）、燃料（水素など）、インフラ（情報化による運転支援など）で。

議　　　　　　　　　　　　　　　　題　　　

クルマについて考える（司会：春田）

１，クルマの社会性（再確認）

　車は244年の歴史があり現代の生活において欠かせない道具であるがＣＯ２排出など課題がある。

（平均時速が１ｋｍ向上すると燃費は１％向上。東京＝18ｋｍ、ﾊﾟﾘ＝26ｋｍ、ﾛﾝﾄﾞﾝ＝30ｋｍ）

・ＥＴＣ機能の充実　　　・ＩＴＳスポットサービス（渋滞箇所を回避）　　・信号制御システム（交差点の通過）

３，環境にやさいいクルマ社会（ＩＴＳ社会）

　ａ：都市部の渋滞対策を情報インフラを使って対応する。

　ｂ：ＩＴＳスマートシテイを目指して（柏市の事例）

　・幹線道路や市街地の渋滞対策　　・高齢化に伴う移動手段の確保　　・交通空白地帯への対応

　・発進時（停止状態から動き始めが最も燃料を使う）

　・走行時（スムーズな運転で加減速を少なく）

ｃ：誰でもができるエコ運転術

　・エコドライブの基本（運転姿勢、運転燃費）

＜次回の予定＞

　・停止時（アイドリングストップ）

　・運転以外の対策（タイヤの空気圧は適正に等）

12月13日（金）13：30～15：30　生涯学習センター（Ａ102会議室）　「ＰＰＳ（特定規模電気事業者）について」



会議年月日 25 年 12 月 13 日 時　間 13:30 ～ 16:00 場　所 流山市生涯学習センター（1Ｆ）

＜次回予定＞　１月１０日（金）13：30～15：30　　生涯学習センター（Ａ-103会議室）　詳細は別途連絡。

以上

問合先＝ＮＴＴファシリテｨーズ　コンタクトセンタ：0120-72-73-74

http://www.ntt-f.co.jp/service/ene_apart/

本サービスを提供するためには、マンション入居者全員の承諾が必要となります。

　・中部電力がダイアモンドパワーを買収。　・関西電力が東京電力エリアに進出。　・新電力の状況

　・電力供給システムの現状と課題。　・自由化されると多様なサービスが選択可能となる。

（５）最近の動き

　ａ：見える化サービス。　Ｂ：時間帯別料金サービス。　Ｃ：節電ポイントサービス。　Ｄ：節電おでかけサービス。

（４）全面自由化について

（３）エネットのスマートサービス

　・デマンドレスポンスサービス（節電することで需給バランスをとる）。NTTファシリティーズと共同提供サービス；

　・2000年より「電力小売事業」が自由化された。　・2016年には「家庭（100Ｖ配電）」も自由化される。

　・ＣＯ２排出係数は0.408（東電は0.463）。　・販売先は約16，000件（流山市も含む）。　エネットの電気は安い。

議　　　　　　　　　　　　　　　　題　　　

１，ＰＰＳ（特定規模電気事業者）について　（講師：株式会社エネット　経営企画部係長　五郎丸章裕）

（1）電力系統の基礎

・日本の系統連系は串型。　・電気が届くまで送電ロスを考え電圧を変えている。　・電力は、需要＝供給。

（２）エネットの紹介

　・２０００年に設立、株主は、ＮＴＴファシリテｨーズ（40％）東京ガス（30％）大阪ガス（30％）。　

「省エネ市民会議」

出 席 者
五郎丸、高橋、笠原、難波、田中、新田、新美、服部、板倉、山田、武笠、小山、春田（記）

（ホワイトボードに向かって時計回り順に記載、敬称略）


